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創
刊
に
あ
た
っ
て 

 
 
 

理
事
長 

堀
井
良
殷 

今
年
は
心
学
明
誠
舎
開
講
二
百
二
十
五
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

当
舎
の
活
動
も
ま
す
ま
す
活
発
に
な
り
、
ま
な
び
の
輪
も
ひ
ろ

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
舎
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
る

も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

世
界
の
資
本
主
義
体
制
が
爛
熟
し
、
そ
の
暴
走
を
ど
の
よ
う
に

制
御
し
て
持
続
可
能
社
会
を
創
っ
て
ゆ
く
か
が
課
題
に
な
っ
て

い
る
い
ま
、
二
百
数
十
年
も
前
に
問
題
の
本
質
を
明
快
に
説
い

た
石
門
心
学
の
先
見
性
に
改
め
て
関
心
と
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。 

日
本
国
内
で
も
一
時
下
火
に
な
っ
て
い
た
心
学
活
動
の
再
開
の

報
せ
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た
海
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
来
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
舎
報
を
出
そ
う
と
い
う
意

見
が
ま
と
ま
り
、
創
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
表
題
は
、

戦
後
の
一
時
期
、
大
阪
市
立
大
学
の
竹
中
靖
一
教
授
が
発
行
さ

れ
て
い
た
舎
報
名
を
引
き
継
い
で「
み
ち
」

と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

当
舎
の
め
ざ
す
「
ま
な
ぶ
」「
お
こ
な
う
」

「
つ
た
え
る
」
の
活
動
に
こ
の
舎
報
が
役

立
つ
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

  

平
成
二
二
年
度
前
半 

事
業
計
画 

【明
誠
舎
ひ
ら
の
ま
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・サ
ロ
ン
】（終
了
） 

場
所 

 

辰
野
ひ
ら
の
ま
ち
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

日
時 

 

五
月
二
〇
日(

木)

午
後
六
時
三
〇
分
～ 

講
師 

 

亀
岡
文
化
資
料
館
館
長 

黒
川
孝
宏
氏 

林
家
染
雀(

落
語) 

【サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
】 

場
所 
 

さ
い
か
く
ホ
ー
ル 

 

両
日
共 

(

一)

日
時 
 

七
月
二
日(

金) 

午
後
六
時
三
〇
分
～
八
時 

 
 

講
師 

 

大
阪
府
立
准
教
授 

山
東
功
氏 

(

二)

日
時 

 

七
月
二
三
日
（
金
）
午
後
六
時
三
〇
分
～
八
時 

 
 

講
師 

 

京
都
大
学
院
生 

 

フ
ァ
ン 

ス
テ
ー
ン
パ
ー
ル 

ニ
ー
ル
ス
氏 

【心
学
明
誠
舎
開
講
二
二
五
年
記
念
第
三
回
石
門
心
学
講
演
会
】 

場
所 

 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル 

日
時 

 

十
月
二
二
日(

金)

午
後
六
時
～
九
時 
講
師 

 

が
ん
こ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
会
長 

小
嶋
淳
司
氏 

 
 
 
 

(

株)

商
業
界
主
幹 

 
 
 
 
 

 

倉
本
初
夫
氏 

【心
学
普
及
講
座
】 

染
雀
の
落
語
と
石
門
心
学
の
教
え
を
出
前
致
し
ま
す 

演
者 

 

林
家
染
雀 

講
師 

 

心
学
明
誠
舎
理
事 

【早
春
セ
ミ
ナ
ー
】(

詳
細
後
日) 

【第
七
回
勉
強
会
と
懇
親
会
第
八
回
勉
強
会
】（詳
細
後
日
） 
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【 

随
想 

】 
梅
岩
の
「
問
い
」 

理
事
・
京
都
大
学
大
学
院
教
授 

辻
本
雅
史 

 

 

石
田
梅
岩
は
、
２
度
の
「
開
悟
」
体
験
を
経
て
開
講
し
た
。

「
開
悟
」
に
達
し
た
こ
と
で
確
信
を
も
っ
て
、
人
が
生
き
る
根

拠
と
な
る「
教
え
」を
人
々
に
説
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
人
は
、
自
ら
が
生
き
て
い
く
「
拠
り
所
」

が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
を
生
き
る
た
め
の
価
値
観
と
い
い
か
え

て
も
よ
い
。
日
々
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、
自
分
で
判

断
を
下
す
た
め
の
「
拠
り
所
」
の
こ
と
で
あ
る
。
丹
波
の
農
村

で
育
っ
た
梅
岩
が
，
京
都
の
町
中
で
商
売
に
従
事
す
る
日
々
に

お
い
て
、
何
を
拠
り
所
に
生
き
て
い
く
の
か
、
彼
自
身
が
き
っ

と
不
安
な
思
い
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
あ
た
か
も
そ
の
享
保

期
は
、
凶
作
が
続
き
社
会
秩
序
も
不
安
な
時
代
で
あ
っ
た
。
梅

岩
は
、
そ
の
「
拠
り
所
」
を
「
学
問
」
修
行
に
よ
っ
て
得
よ
う

と
、
学
び
続
け
た
。 

生
の
根
拠
は
、
一
定
の
確
固
た
る
超
越
的
な
価
値
に
も
と
づ

く
も
の
で
あ
る
。
梅
岩
は
そ
れ
を
、
宗
教
信
仰
で
は
な
く
「
学

問
」
の
う
ち
に
求
め
た
。
こ
の
点
が
、
江
戸
期
上
方
庶
民
の
特

徴
で
あ
る
。
平
野
の
含
翠
堂
も
大
坂
の
懐
徳
堂
も
、
や
は
り
学

問
で
あ
っ
た
。
学
問
は
ひ
と
え
に
自
ら
の
努
力
に
よ
る
探
究
の

営
み
。
人
の
知
性
へ
の
信
頼
感
が
、
上
方
に
は
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。 

思
え
ば
近
代
日
本
に
お
い
て
は
、
日
本
と
い
う
「
国
家
」
が

国
民
の
価
値
観
を
支
え
て
き
た
。
そ
れ
が
崩
壊
し
た
第
二
次
大

戦
後
は
、「
豊
か
さ
」
と
い
う
価
値
が
そ
れ
に
代
替
し
た
。
バ
ブ

ル
崩
壊
後
、「
豊
か
さ
」
の
幻
想
が
は
が
れ
、
い
っ
た
い
何
を
拠

り
所
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
く
の
か
。
そ
れ
を
見
い
だ
せ
な
い

ま
ま
、
混
迷
の
中
に
い
る
の
が
「
い
ま
」
の
時
代
で
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
利
潤
第
一
の
企
業
社
会
で
、
企

業
活
動
を
支
え
る
確
か
な
「
拠
り
所
」
を
模
索
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
こ
う
し
た
模
索
が
、
近
年
、
梅
岩
や
石
門
心
学
へ

の
関
心
の
高
ま
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。 

梅
岩
や
石
門
心
学
の
思
想
遺
産
を
も
っ
て
、
こ
う
し
た
現
代

の
課
題
に
、
い
か
に
応
え
て
い
く
の
か
。
そ
れ
こ
そ
わ
が
心
学

明
誠
舎
が
不
断
に
自
問
す
べ
き

問
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
梅

岩
の
「
教
え
」
の
再
構
成
（
い

わ
ば
梅
岩
の
「
再
語
り
」）
で
応

え
ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
梅

岩
が
自
ら
学
び
続
け
た
姿
、
そ

こ
に
こ
そ
私
た
ち
が
学
ぶ
べ
き

示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
私
に
は
そ
う
思
わ
れ

る
。 

 

講義の際、軒先に吊された行灯 
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現
代
版
心
学
道
話 

 
 
 
 
 

理
事 

下
野
讓 

 

江
戸
時
代
に
心
学
講
舎
が
全
国
に
一
八
〇
も
出
来
て
、
多
く

の
庶
民
が
聴
講
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
に
多
く
の

人
達
を
集
め
た
理
由
は
道
話
に
あ
る
と
考
え
た
。
今
後
、
多
く

の
方
々
に
石
田
梅
岩
や
石
門
心
学
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
是
非
と
も
現
代
版
道
話
を
復
活
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
で
落
語
家
の
林
家
染
雀
さ
ん
に
相
談
し
て
演
じ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
た
。
染
雀
さ
ん
は
林
家
染
丸
師
匠
の
五
番
弟
子
で
私
も

こ
れ
ま
で
何
度
か
落
語
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
大
阪

大
学
文
学
部
を
卒
業
さ
れ
て
い
て
適
任
で
あ
る
と
考
え
た
。「
都

鄙
問
答
」
を
題
材
に
面
白
く
仕
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
。
五
月
二

〇
日
の
最
初
の
公
演
は
好
評
だ
っ
た
。
今
後
は
ご
要
望
に
応
じ

て
心
学
普
及
の
為
に
出
前
で
演
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
い
。 

 

編
集
後
記 
 
 

理
事
・
事
務
局
長 

村
上
福
壽
郎 

い
よ
い
よ
心
学
明
誠
舎
の
舎
報
が
船
出
し
ま
し
た
。
竹
中
先

生
が
発
行
さ
れ
た
「
み
ち
」
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
が
、
舎
員

相
互
の
交
流
や
明
誠
舎
と
の
絆
づ
く
り
に
何
ら
か
の
お
役
に
立

て
ば
と
思
い
ま
す
。
将
来
は
研
究
発
表
の
場
に
も
し
た
い
と
欲

張
り
の
目
標
を
掲
げ
つ
つ
、
今
回
は
発
行
に
主
題
を
置
き
、
た

っ
た
四
ペ
ー
ジ
の
舎
報
と
し
ま
し
た
。
旅
立
ち
第
一
号
で
す
。 

今
後
は
内
容
・
頁
数
共
、
徐
々
に
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、当
面
は
年
二
回
発
行
、Ａ
５
版
と
な
り
ま
す
。

発
送
は
、
メ
ー
ル
・
郵
送
の
何
れ
か
と
な
り
ま
す
。 
「
海
外
便
り
」
や
「
各
舎
探
訪
」
な
ど
、
良
い
企
画
は
あ
り

ま
す
が
、
事
務
局
の
手
が
足
り
ま
せ
ん
。
舎
員
の
皆
さ
ま
の
投

稿
と
実
質
的
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

     

【
豆
事
典
】
菅
原
神
社
の
石
田
梅
岩
座
像
（
表
紙
写
真
） 

堺
は
石
門
心
学
が
盛
ん
な
地
で
し
た
。
寛
政
期
、
中
沢
道
二

翁
来
堺
の
際
に
は
三
千
の
大
衆
が
集
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
文

化
十
四
年
に
は
、
こ
の
地
に
「
庸
行
舎
」
が
開
講
し
ま
し
た
。

こ
の
座
像
は
、
そ
れ
を
記
念
し
、
昭
和
十
四
年
、
百
舌
本
町

の
府
立
農
学
校
敷
地
に
岩
田
千
虎
が
制
作
し
ま
し
た
。
昭
和

二
十
九
年
、
同
地
で
の
府
立
ろ
う
学
校
建
設
に
伴
い
、「
庸

行
舎
」
の
元
所
在
地
に
近
い
菅
原
神
社
境
内
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
石
門
心
学
に
ご
理
解
の
あ
る
池
田
典
子
宮
司
に

よ
っ
て
、
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。（ 

井
上
宏 
記 
） 

（
社
）
心
学
明
誠
舎 

〒556-0011

大
阪
市
浪
速
区
難
波
中

3-9-3

エ
ー
ル
学
園
内 

T
E

L
/F

ax 
06-4981-6899 

E
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